Department of Molecular Function, Division of Biological Specification by 千葉大学真菌医学研究センター
分子機能研究部門 活性応答分野
(Depa rtm e nt of Mole ctlhr Ftl n Ctio n, Di visio n of Biological Spe ciLc ation)
叔捜: 川 本
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昭和53年3月
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京都大学エ学部エ業化学科卒業
京都大学大学院エ学研究科修士課程修
了
京都大学大学院エ学研究科博士課蓉修
了
同 工学博士の学位授与
千葉大学医学部生化学第二帝座助手
昭和58年2月 - 昭和59年6月
昭和59年7月
昭和61年9月
昭和62年4月
米国 Ca s eW ester nRes er vyUniv e rsi?
医学部に留学
帝京大学医学部細菌学諌座助手
横浜市立大学医学部細菌学帝座助手
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平成元年12月 - 平成2年8月
禾国 Uni Ⅶ ivof Califomia -San Diego
医学部に留学
平成10年4月 - 平成13年3月
通産省エ業技術院生命工学工業技術研
究所客貞研究貞併任
平成14年4月 千葉大学異常医学研究セ ン タ ー 客月
数授併任
研究歴
｢酵母マ イ ク ロ ボディ (ペ ル オキ シ ゾ ー ム) の構造機
能解析+
｢酵母, 昆虫細胞, 動物細胞によるタ ン パ ク質発現系
及び発現タン パ ク質の 解析+
｢ 酵母Tw o I Hybrid シス テ ム を用 い た新嵐タ ン パ ク質
の ク ロ ー ニ ン グと機能解析+
｢物 toc ocE yS u Ojbr m qzz∫細胞周期制御機構の分子生物
学的解析+
｢痛原酵母の プロ テオ ー ム 解析+
42
研究概要
1 , CcQtococru s n e OPr m o n sの 細 胞
周期制御分子の 遺伝子ク ロ ー
ニ ン グと解析
其薗の生存に必療な, 細胞周期
制御機構の鍵分子. サイクリ ン依
存性キナ ー ゼ C dc2 8タ ン パ ク賓分
チでは , ア ミ ノ酸残基の リ ン酸化反応により, そ の立体
構造と生物機能を変化させ る C dt28分子が様々 な分子,
特にサイタリ ンと結合, 解離する こ とにより, その 基質
特異性を変化させ て細胞周期を制御して い る, 本研究セ
ン タ ー 磯罷形態分野と共同して , C'#Lococr y∫ n e oPr m o ns
の 細胞周期制御の 特徴をsa ECb - 甲 eS CCreぬia eの それと
此吸着察し C 血28と5種の サイタリ ン (Ge nBa nkに登録
済み但し. 現在 は非公開放い) とをC. n e申r m q nsより遺
伝子ク ロ ー ニ ン グした.
2 . 病原酵母の プロ テオ ー ム 解析
2003年, ヒトデノ ム の解読完了が全世界的に宣言さ
れた ことに象徴される ように, 医学生物学の 研究 はゲ
ノ ム解読の 時代からポス トゲ ノ ム の 時代に入り, 分子 レ
ベ ル の研究はプロ テオ ー ム 解析などタ ン パ ク質の解析に
その 中心が移り つ つ ある . Socchw o my亡eS C q nisz
'
LZ Eの ゲ ノ
ム解読は. 1996年, 他 の生物種に先駆けて 完了しで お
り, q汐tw occ w n cofo, m o n sは現 在 中速度階に ある . こ
の ような状況を踏まえ, 本解析を各病原兵曹で 活用する
ベ く, 本研究セ ンタ ー 機能形態分野と共同して , まず.
病原酵母C n egbr m o n sを用 い て プ ロ テ オ
ー ム 解析を進め
て い る
. 培養条件 (抗其菌剤添加, 温度シ フ ト条件等)
による C･ n e ofor m a n ∫プ ロ テ オ
ー ム の変動を探索する目的
で , 酵母破砕抽出液の 二 次元電気泳動を行 い , 本真菌の
示すプ ロ テ オ ー ム プ ロ フ ァ イル の 特徴を探索するととも
に, 各培養条件 による発現量の 増減の 顕著なス ポ ッ トの
検索, 剛己 解析を進めて おり , a n e ojbr m o nsの プ ロ テ
オ ー ム 解析が
,
S. cc re ℡isiL2eの 結果も参照し つ つ , 多く の
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分子情報の得･られる極め て有効な解析手法で ある ことを
確認して い る . また本解析を用い て C, n e ofo m q nsの 細胞
周期制御機樺をタ ン パ ク質レ ペ )t' で 解析して い る . さら
に. 各病原其蘭の プロ テオ ー ム 解析を進めて , 分子 レ ベ
ル で の 分類学的な検討, 抗其菌剤の 開発及び作用機作の
解析. 病原園子の 作用機構の 解析等を目指して い る.
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